私有車の通勤利用に関する規程　（抜粋）
第○条（利用）
会社は、私有車を通勤に利用することは原則として認めない。ただし、やむを得ない理由のため、事前に本人が所属長を通じて会社へ利用申請を行い、会社が私有車の利用を認めた場合に限り、その利用を許可するものとする。
利用申請は「私有車通勤利用　許可申請書　兼　誓約書」により行うものとする。
第○条（許可基準）
会社は、以下の各号に定める許可基準に基づき、総合的に判断し、私有車の利用を許可するものとする。
1 公共交通機関がなく、私有車で通勤せざると得ない者
2 運転免許取得後１年以上の者
3 過去１年の間、自己の責任による重大な違反及び事故を起こしていない者
4 身体的欠陥がなく、運転者として問題がない者
２　私有車通勤の許可を受けていない者については、私有車通勤を一切禁止する。
第○条（自動車保険）
通勤に使用する私有車は、強制保険（自賠責保険）のほか、次に掲げる額の任意保険（自動車保険）に加入していなければならない。
（１）対人賠償保険　　　無制限
（２）対物賠償保険　　  無制限
（３）搭乗者傷害保険　　無制限
第○条（運転者の心得）
私有車を通勤で利用する者は、次の事項を遵守しなければならない。
（１）道路交通法を遵守し、安全運転を行うこと
（２）安全運転ができるよう、常に自動車の整備・点検を行うこと
（３）自動車の内部、外部を常に清潔にしておくこと
（４）自動車に故障が生じたとき、もしくは異常を発見したときは、直ちに運転を中止して適切な措置を講じること
（５）通勤に関係のない者を同乗させないこと
（６）運転中に携帯電話を掛けないこと。やむを得ず掛けるときは、安全な場所に停車させてから掛けること
（７）業務のために自己の車両を使用してはならない。
第○条（運転禁止）
次に掲げるときは、絶対に私有車を運転してはならない。
（１）酒を飲んだとき
（２）心身が著しく疲労しているとき
（３）その他正常な運転ができない状態にあるとき
第○条（免責事項）
会社は、次に掲げる事件、事故については、一切責任を負わない。
（１）本人の不注意で発生した交通事故
（２）本人の不注意による自動車の盗難、損傷
（３）社員が会社の許可を受けることなく私有車を通勤で利用して起こした事故
第○条（許可の取り消し）
社員が次のいずれかに該当したときは、私有車の通勤利用の許可を取り消す。
（１）故意または重大な過失によって交通事故を発生させたとき
（２）しばしば交通法規に違反したとき
（３）しばしばこの規程に違反したとき
